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研究成果の概要（和文）： 
環境保全型農業を営むラオスと，ラオスに隣接し生物相が類似するが，おもに農薬に依存した
慣行型農業を営むベトナムで，農生態系およびその周辺環境の昆虫相を比較し，顕著な違いを
見いだした．とくに，北部ラオスからは農生態系周辺からもサシガメ科，ナガカメムシ科，ア
ザミウマ科，ジョウカイモドキ科，ヒメバチ科，カマバチ科などの多数の潜在的捕食・捕食寄
生性天敵を含む新種や新記録種の昆虫を発見記載した．さらに，雑草の生物的防除資材として
有望だが，近年，農薬などの影響で絶滅が危惧されているゾウムシ科を中心とした植食性甲虫
が北部ラオスで多数見つかったことは特筆すべきである． 
 
研究成果の概要（英文）： 
Entomofaunae in agroecosystem and its surroundings were compared, mainly focusing on 
natural enemy, between Laos and Vietnam, where organic and conventional farming are 
conducted, respectively. Great differences are recognized between them. Especially, many 
new and newly recorded species including potential natural enemy were discovered from 
northern Laos even in agroecosystem, such predators or parasitoids as Reduviidae and 
Lygaeidae (Heteroptera), Thripidae (Thysanoptera), Malachiidae (Coleoptera), and Ich-
neumonidae and Dryinidae (Hymenoptera). It is also noteworthy that a number of weevils, 
which are potentially useful for natural enemy of weeds, but are threatened with extinction 
by influence of insecticide in many areas, were frequently found in northern Laos.     
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１．研究開始当初の背景 
「ただの虫を無視しない農業」など，農業生
態系における生物多様性の重要性が認識さ
れたのは国内でもごく最近のことで，まして
や熱帯アジアではそのような視点は全くな

く，農薬に依存した農業が営まれている．そ
の農薬も資金的な問題から環境負荷の大き
い劇薬の使用が余儀なくされ，地域によって
は天敵を含む従来の昆虫相が壊滅的状況に
あると言っても過言ではない．農業生態系に
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おける昆虫相が完全に失われる前に，調査に
より潜在的天敵昆虫相を解明しておくこと
が早急に求められていた．  
 
２．研究の目的 
熱帯アジアの農業に有用な天敵昆虫相の解
明を目指している．とくに現在も粗放的（環
境保全型）農業を営んでいて，多様な天敵昆
虫相が温存されていると考えられるラオス
と，その対象区として，ラオスに隣接し，農
薬を利用した慣行農法をとるベトナムの天
敵昆虫相を比較し，農薬の使用がどの程度天
敵昆虫相に影響を及ぼしているかを明らか
にする．具体的な目的は以下の 3点である． 
 
（１）害虫防除資材としての捕食性・捕食寄
生性昆虫の探索と生息種相の解明 
 従来から農業生態系においてその有用性
が認められている，ゴミムシ類やヒメバチ，
コマユバチなどの寄生性ハチ類などに加え，
近年，重要害虫アザミウマなどの天敵として
着目されている捕食性アザミウマ類やヒメ
ハナカメムシ類，水田等の湿地によく見られ
る捕食性カメムシ類（サシガメ類）にも着目
し，天敵相を解明する． 
 
（２）雑草防除資材としての植食性昆虫の探
索と生息種相の解明 
 水生植物に依存した植食性甲虫は，農薬等
の使用による環境悪化に敏感に反応する環
境指標生物となると同時に，近年では，水草
など雑草の生物的防除資材として有用な種
が少なくない．水田雑草の生物的防除資材と
しての潜在性を持つゾウムシおよびハムシ
類を中心とした植食性甲虫相の調査を行い，
雑草防除資材としての天敵候補種を明らか
にする． 
 
（３）現地研究者との情報共有 
 有用天敵のリストを作成すると同時に，現
地研究者への情報提供ならびに情報共有を
行うことで，環境保全型農業を進めていく上
での土着天敵保護の重要性を現場に普及さ
せる． 
 
３．研究の方法 
網羅的な昆虫相調査を実施し，膨大な資料を
持ち帰り，研究室で仕分け，標本作製，分類・
同定を行い，環境保全型農業生態系に特異な
昆虫相を明らかにする．また，新種，新記録
種，新知見については現地研究者と共著で論
文発表し，情報共有を行う． 
 
野外調査実績 
北ラオス（2009 年 6 月，8月, 2010 年 5 月，
2011 年 5 月） 
南ラオス（2010 年 2 月） 

南ベトナム（2011 年 2 月） 
北ベトナム（2010 年 7 月，2011 年 5月，12
月） 
 
４．研究成果 
（１）環境保全型農業を営むラオス（とくに
北部地域）と，慣行農法を行っているベトナ
ムという生物相の類似したインドシナの２
地域間で農生態系とその周辺環境の昆虫相
を比較した結果，顕著な相違が認められた
（表１）． 
 
表１． 
 ラオス（北部） ベトナム 
耕作地内
環境 

比較的きれい
に整備されて
いるが，むらが
ある．畑は，小
規模で複数種
の作物がモザ
イク状に栽培
されている． 

きれいに整備
され，畦や畝も
整えられてい
る．畑の場合，
単一・数種の作
物が広範囲に
栽培され，プラ
ンテーション
も発達． 

耕作地周
辺環境 

適度に従来の
まま残されて
いて，周辺雑草
の管理はあま
りされていな
い．萌芽的二次
林に加え，多様
な微小環境が
存在（草地，湿
地，沼，ため池） 

きれいに整備
されていて，雑
草の管理が比
較的なされて
いる（草刈，除
草）．林があっ
てもユーカリ，
アカシアなど
の移入種の人
工林 

昆 虫 相
（全般） 

複雑 
多種多様な害
虫，天敵，ただ
の虫が見られ，
害虫，天敵とも
に潜在的状態
で維持されて
いる． 

単調 
特定・数種の害
虫と天敵で占
められ，とくに
害虫個体数は
多い． 

捕食性・
捕食寄生
性 天 敵
（害虫防
除資材） 

サシガメ科，ナ
ガカメムシ科，
オサムシ科，ジ
ョウカイモド
キ科，テントウ
ムシ科，ヒメバ
チ科，コマユバ
チ科，カマバチ
科などの新種，
新記録種多数 

テントウムシ
科，カマバチ
科，ヒメバチ
科，コマユバチ
科などの特定
種 

植食性天
敵（雑草
防 除 資
材） 

ゾウムシ科，イ
ネゾウムシ科，
チビゾウムシ
科，ハムシ科の
新種，新記録種
多数 

ゾウムシ科，チ
ビゾウムシ科，
ハムシ科の特
定種 



 

 

中立昆虫 
 

農生態系や里
山といった人
為的環境から
自然度の高い
山地まで極め
て豊富．すべて
の環境で新種，
新記録種が多
数見つかる． 

人為的な環境
には少なく，自
然度の高い山
間奥地に行か
ないと新種は
得られにくい． 

 
（２）北部ラオスを中心に潜在的天敵を中心
とした農生態系とその周辺環境の昆虫相を
明らかにした．農生態系や里山といった人為
的環境ですら潜在的天敵を含む多数の新種
ならびに新記録種の昆虫類が発見された（発
表論文参照）． 
 また，捕食性・捕食寄生性天敵に加え，雑
草の防除資材として潜在的能力を有する植
食性天敵が多数見つかったことは特筆すべ
きで，ベトナムはもとより近年日本でも生息
地や生息数が激減しているが，ラオスにはそ
れらの分類群が生息できる環境も残されて
いる． 
 さらに，農生態系ならびに周辺環境にも中
立昆虫が極めて豊富で，系統分類学ならびに
生物地理学的に重要な新種が多数見つかっ
た． 
 
（３）北部ラオスの農村における昆虫類の極
めて高い種多様性は，農生態系とそれを取り
巻く二次林（里山）やその背後の天然林とい
う桃源郷的環境が関与していると考えられ
る．また，そのような環境下では有用天敵が
特定種に限定されないほど，潜在的天敵や中
立昆虫の種多様性が高く，害虫も潜在的状態
で抑えられていることが明らかとなった． 
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